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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。
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本日の題目

 Oracle Coherence の紹介

 これまでの Coherence 運用における課題

 Managed Server 紹介

 Managed Server 環境構築チュートリアル

 まとめ – 12c 以降の運用方針
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Oracle Coherence の紹介
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Oracle Coherence とは

 インメモリ分散 KVS
– 複数のアプリケーションサーバから共有される

 開発者は、フレームワークとして利用

– coherence.jar ファイルをライブラリとして読み込み、
アプリケーション開発に必要な API を利用

– データの分散管理、障害復旧などを自動的に行い、開
発者は意識する必要がない

 採用事例

・ ヨドバシカメラ様 Yodobashi.com ・生協様 EC サイト

・ヒロセ通商株式会社様 LION FX …

Oracle 
Coherence

Application Servers

Database
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これまでの Coherence 運用
における課題



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.7

これまで (12c 以前) の Coherence 運用

 クラスタの起動・停止および Coherence システムに含まれる各モジュー
ルの管理に関して、標準的な方法はとくに存在しなかった

クラスタ
起動

クラスタ
停止

モジュー
ル管理



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.8

これまで (12c 以前) の Coherence 運用

 プロジェクト毎に独自にカスタマイズした手法にて運用

 最もシンプルな例は以下のような手法（事実上のスタンダード）

クラスタ
起動

クラスタ
停止

モジュー
ル管理

キャッシュサーバクラスを実行するカス
タムシェルスクリプトの作成

kill コマンドで
プロセス全停止

ファイルシステム上でユーザが明
示的に各モジュールを管理



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.9

Coherence システムの特徴

1. 起動対象プロセスが多い

2. 単一システムに含まれるモジュール数が多い

3. プロセス毎に異なるロールを持つ
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1. 起動対象プロセスが多い

 Coherence システムでは起動対象の JVM プ
ロセス数が多くなる

 比較的小規模なヒープのキャッシュサーバ
JVM を、たくさん並べる構成が一般的

– GC 停止時間による影響を避けるため

– 豊富な CPU コア数を有効に活用するため

 多いところでは 200 プロセス近い JVM 数

JVM
JVM

JVM

JVM
JVM

JVM

JVM
JVM

JVM
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2. 単一システムに含まれるモジュール数が多い

 Coherence キャッシュサーバ JVM が起動時にクラスパスに読み込む
必要があるモジュール一覧 (12c 以前の場合)

構成ファイル バイナリファイル

cache-
config.xml

Coherence JVM

operation-
config.xml

pof-
config.xml coherence.jar

user-app1.jar
user-app2.jar
user-app3.jar

external-lib1.jar
external-lib2.jar
external-lib3.jar

キャッシュ構造
を定義する xml 

ファイル

ランタイム設定を
定義する xml ファ

イル（マルチキャス
トポート、JMX 監

視設定など）

Coherence 固
有のシリアライ
ザを使用する際
の設定ファイル

製品

バイナ
リ

キャッシュサーバ上で動作す
るユーザ作成アプリのバイナ
リ（キャッシュ対象の Entity オ
ブジェクト、サーバサイドでの
処理を定義したクラス etc）

キャッシュサーバ
上でのユーザア
プリが利用する
外部ライブラリ
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データを保持

3. プロセス毎に異なるロールを持つ

 単一の Coherence クラスタ

に関連して、多様なロールを
もつ JVM が存在

 これらの JVM に、それぞれ

別々の実行クラスおよび起動
時パラメータを与える必要が
ある

Coherence
CacheServer

Application Server
(Coherence Client)

Coherence
CacheServer

Coherence
CacheServer

Coherence
CacheServer

Application Server
(Coherence Client)

Application Server
(Coherence Client)

Coherence
CacheServer

Coherence
CacheServer

Coherence
CacheServer

Coherence
CacheServer

Coherence
ProxyServer

Coherence
ProxyServer

Coherence
ProxyServer

Coherence
ProxyServer

Coherence
MBeanConnector

Coherence
Extend*Client

Coherence Cluster

Coherence
Extend*Client
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これまで (12c 以前) の Coherence 運用

 運用は手組みが占める割合が比較的多く、それゆえ、各プロジェクト固
有の要件にあわせたきめ細かな対応ができていた

– ノードの起動順序制御

– 周辺プロセスの同時実行

– 統合管理ツールとの連携

– クラスタ停止前のキャッシュ操作 など…

 一方で、簡単に導入できる標準的な方法も求められていた

– Coherence 12c からの Managed Server 機能の登場
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Coherence 12c 新機能
Managed Server の紹介
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その前に・・・ WebLogic Server 基本用語

 ドメイン： WebLogic Server の管理単位。複数のクラス
タやインスタンスを含めることができる

 管理サーバ：ドメイン全体を管理する、中心となるインス
タンス

 管理対象サーバ：アプリケーションリソースが実際にデプ
ロイされるインスタンス

 クラスタ：管理対象サーバを、可用性・拡張性向上目的
にひとまとまりにしたもの

 ノードマネージャ：インスタンスの起動・停止をリモートか
ら実施するためにマシン単位で起動させるプロセス

ノードマネージャ

マシン

管理対象
サーバ

管理対象
サーバ

ノードマネージャ

マシン

管理対象
サーバ

管理対象
サーバ

クラスタ

ノードマネージャ

マシン

管理対象
サーバ

管理対象
サーバ

ノードマネージャ

マシン

管理サーバ

ドメイン

クラスタ
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12c 新機能 Managed Server
新しい Coherence サーバの管理スタイル

ノードマネージャ

マシン

Coherence

Coherence

ノードマネージャ

マシン

Coherence

Coherence

クラスタ

ノードマネージャ

マシン

WebApp

WebApp

ノードマネージャ

マシン

管理サーバ

ドメイン WebLogic Server と Coherence の連携

– WebLogic の管理対象サーバとして Coherence サーバが
起動できる仕組み

 開発・デプロイ・運用プロセスのシンプル化

– Web/EJB モジュール、Coherence モジュールいずれも
WebLogic のインタフェースを通じて管理

– 管理コンソール、WLST, JMX などの WebLogic 標準ツー
ルをベースとしたリモート起動停止、デプロイ作業

 GAR (Grid Archive) の導入

– Coherence モジュールを１箇所にまとめる WebLogic 独
自のアーカイブ形式

– 効率的なライフサイクル管理が可能になる

クラスタ

GAR

GAR

GAR

GAR

GAR

GAR

WAR

WAR
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12c 新機能 Managed Server
Managed Server の利用について

マシン

スタンドアロン
Coherence
スタンドアロン
Coherence

マシン

スタンドアロン
Coherence
スタンドアロン
Coherence

ノードマネージャ

マシン

WebApp

WebApp

ノードマネージャ

マシン

管理サーバ

ドメイン
 Managed Server 利用に必要なライセンス

– Coherence EE 以上のライセンスがあれば、WebLogic
Server のライセンスがなくても Managed Server の利用が
可能

– その場合、WebLogic の用途は Coherence サーバの管理
に限定され、クライアントアプリケーションは WebLogic に
デプロイできない

 Managed Server を使わないケース (右図)
– WebLogic 上ではなく、旧来通りにスタンドアロンの Java 

プロセスとして Coherence サーバを実行する構成も引き
続きサポートされる

– その場合、GAR ファイルを java 実行時の引数として指定
できる（GARによるモジュール一元管理のメリットは享受で
きる）

クラスタ

GAR

GAR

GAR

GAR

GAR

GAR

WAR

WAR
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 GAR ファイルは、Coherence アプリケーションおよびその依存ライブラリ
をカプセル化した、Oracle 独自のアーカイブ形式

 GAR ファイルの構造は以下の通り:

Grid Archive (GAR) とは?

META-INF/MAINFEST.MF
/coherence-application.xml
/coherence-cache-config.xml
/pof-config.xml

com/oracle/demo/Class1.class
/Class2.class

....
lib/myjar.jar

/myjar2.jar

GAR 独自のデプロイメント記述子

キャッシュ構成ファイル

POF 構成ファイル

Coherence アプリケーションのサーバ
側で動作するクラス (例: キャッシュ
データのオブジェクトや、データ加工ロ
ジック等)

その他、依存ライブラリ
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GAR ファイルの作成方法

1. 手動でディレクトリ構成を作成し、jar コマンドで圧縮

2. Eclipse の Coherence plug-in を利用して export

3. GAR プロジェクト用 MAVEN アーキタイプを利用してパッケージ

3通りのアーカイブ方法

mvn archetype:generate -DarchetypeGroupId=com.oracle.coherence -
DarchetypeArtifactId=maven-gar-archetype -DarchetypeVersion=12.1.2-0-0 -
DgroupId=org.mycompany -DartifactId=my-real-app-gar -Dversion=1.0-SNAPSHOT
mvn compile
mvn package
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coherence-application.xml

 GAR ファイル自体のデプロイメント記述子

 構造は以下の通り

GAR アプリケーション構成ファイル

<?xml version="1.0" encoding="ISO-8859-1"?>
<coherence-application xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xmlns="http://xmlns.oracle.com/weblogic/coherence-application">

<cache-configuration-ref 
override-property="cache-config/ExamplesGar">META-INF/example-cache-config.xml

</cache-configuration-ref> 

<pof-configuration-ref>META-INF/pof-config.xml</pof-configuration-ref>

<application-lifecycle-listener>
<class-name>com.tangosol.examples.container.gar.LifecycleReactor</class-name>

</application-lifecycle-listener>

<configurable-cache-factory-config />
</coherence-application>

GAR が参照する
キャッシュ構成ファイル
へのポインタ

POF 構成ファイル
へのポインタ

サービス開始/終了時に
行う処理を定義するための
リスナー実装へのポインタ

複雑なキャッシュの
独自実装へのポインタ
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 GAR モジュールの管理対象サーバへのデプロイ方式は様々

GAR デプロイメント方式

MyApp2.gar

スタンドアローン

Application.ear

MyApp.gar

MyApp1.gar WebApp.war

MyApp.gar

EAR に内包 共有ライブラリとしてデプロイ

WebEJB.jar

Application.ear

WebApp.war

WebEJB.jar

キャッシュ アプリケーション
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 ベストプラクティスは、ストレージ領域を持た
ないクライアント層と、ストレージ有効なデー
タ層を分離する構成

 WebLogic クラスタ機能を活用することで、設
定・デプロイの共通化

 右記デプロイ例:

1. ストレージ有効なデータ層で WebLogic クラ
スタを構成

2. ストレージ無効なアプリケーション層で
WebLogic クラスタを構成

3. MyApp.gar をデータ層にデプロイ

4. MyApp.gar を内包した MyWebApp.ear をア
プリケーション層にデプロイ

デプロイ構成の例 – 2層デプロイ
ドメイン

WebLogic Cluster: データ層 (ストレージ有効)

WebLogic Cluster: アプリ層 (ストレージ無効)

サーバ1 サーバ2 サーバ3

MyApp.gar MyApp.gar MyApp.gar

サーバ4
MyApp.ear

MyApp.gar

WebAp.war

サーバ5
MyApp.ear

MyApp.gar

WebAp.war

サーバ6
MyApp.ear

MyApp.gar

WebAp.war

WebLogic Cluster

Coherence Cluster
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Managed Server
環境構築チュートリアル
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Managed Coherence Server の構成 – 全体像

① Coherenceクラスタ定義の作成

– ポート番号、WKA、ロギングの設定…

② WebLogicクラスタの作成

– Coherenceクラスタ定義に関連付け

– 「ローカル記憶域有効」の設定
（ localstorage=true ）

③ サーバーを作成

– サーバーをマシンに関連付け（ノードマネージャ
必須）

※ Coherence にアクセスするWebアプリケーション
サーバーも同じCoherenceクラスタに関連付け

WebLogic管理コンソール上での作業手順

Cache
Tier-1

Cache
Tier-2 …

Webapp
-svr1

Webapp
-svr2

C
o
h
e
re

nc
eク

ラ
ス

タ
定

義

サーバー定義

machine1 machine2 …

サーバー定義

ローカル
記憶域

有効：ON

ローカル
記憶域

有効：OFF

マシン定義

1

2

3
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① Coherence クラスタ定義の作成
新規 Coherence クラスタの作成
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① Coherence クラスタ定義の作成
クラスタのネットワーク設定

Coherence クラスタ内通信を以下から選択
• ユニキャスト（ユニキャストのみ使用：12c より

デフォルト）
• マルチキャスト（マルチキャストとユニキャスト

の組み合わせ）
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②WebLogic クラスタの作成
ストレージ層クラスタの作成 (1/2)
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②WebLogic クラスタの作成
ストレージ層クラスタの作成 (2/2)

①で作成した CoherenceCluster
との関連付け

ストレージの有効化
(localstorage=true)
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②WebLogic クラスタの作成
アプリケーション層クラスタの作成 (1/2)

先ほど作った DataWLSCluster を
元にクローンを作成
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②WebLogic クラスタの作成
アプリケーション層クラスタの作成 (2/2)

アプリケーション層クラスタのため、
ストレージを無効化 (localstorage=false)
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③サーバの作成
データ層サーバの作成

②で作成したデータ層 WLS クラスタ
のメンバとして追加する
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③サーバの作成
サーバとマシンの紐付け（NodeManager の構成が前提）

構成済みの NodeManager に対応
するマシンへの関連付けを行う
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③サーバの作成
アプリケーション層サーバの作成、および各サーバのクローニング

データ層・アプリケーション層それぞれをあ
らわす WLS クラスタのメンバーとして、複
数のサーバを作成
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まとめ – 12c からの運用方針
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12c 以降の運用方針

 スクラッチで運用の仕組みを構築する場合

– プロジェクト固有の運用要件への細かな対応が可能（統合監視ツールとの
連携、起動・停止時に組み込みたい任意操作、複雑な構成のクラスタ など）

 Managed Server を利用する場合

– 運用ツール群の開発が必要なく GUI で設定できることから、Coherence
クラスタの起動環境を立ち上げるまでの時間は早い

– 一方で、プロダクション環境での運用においては、別途運用ツールの作成も
必要となることが考えられる

 WLST スクリプト化への要望、WLS 外の周辺プロセスとの連携など

プロジェクトの段階・特性に応じて、Managed Server をご活用ください
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